


































都市の生活用水が問題の焦点の 1つになってきている O 同時に，この問題
の解決策として，水の供給を司る管理主体を行政機構(公共体)から企業
へ切り換える「市場化 privatizationJ が陛界的に進みつつある(Kai ka ，205 : 
143)0 しかし，都市の水不足が産業化とともに深刻化した (Mumford ，
[196 1] 196: 527) 歴史的な事実を顧みると，より少ない費用でより多く
の水供給を可能にするという「市場化j が，はたして環境の持続可能性を












































づけ方の(1) r直接性j，(2) r自己完結性j，(3) r多義性J の 3つにまとめる
ことができょう O
すなわち(1) r近い水」とも評される(鳥越， 206: 16) ように，水とい
う環境との関わり方がより直接的で、，したがってそれをどう意味づけるか
が日常的に模索されつづけていた(鳥越・嘉田， 19: 27) 0 また(2) こう
した意味づけ方は，用水と排水との一体性に注意が払われる(古川， 204 : 
189-10) ように，一定の境界で区切られた地域で循環し自己完結するも
のだとされていた(嘉回・橋本， 201: 50) 0 さらに(3) 同じ水，たとえば
村落を貫く細く短い流れが，場所により「カワドj rカワj rセギ」などと
細かく呼ぴ分けられる「名づけj (宮内， 201: 30-31) に見られるよう
















同体J (究極には幕府が代表する「公儀 J) による調整が図られ，環境への
負荷を小さくするように入会地が設定しなおされたという o























外なく，軍隊が屯し市場が関かれる場 (Webr ，[1 92J 20: 1-2) ，言
い換えれば，個々の「共同体」が軍事的権力や商品・貨幣によって結びつ
けられる場で、あった。この点を踏まえると，まず，都市は，複数の「共同





























なるをもって御居館となしたまふ所なり J (木村， [1786J 1976: 43) とあ
ることなどを根拠に，軍事よりも経済的な拠点性を重視する統治者の志向











は淀川の川水を個々に汲み上げたり買い求めたりする (1 水売り J) のが一
般であったという。これらの都市でも，近世都市として経済中枢を担うう
えで，都市域の位置や規模をかなり変化させており，水が環境制約として
















の代表的な研究(波多野， 1984; 神吉， 194) が依拠していた『正保城絵
図j (1 64 年)と『明治以前日本土木史 j (1 936 年)に遡るとともに，同等
に網羅的な記述として『中島工学博士記念日本水道史j (1927 年)， r日本





るD そこで人口 1千人以上の単位集落とされた地区を「近世都市」とし， 85 
都市・ 109 本の上水に分析を加えた。
まず，全体的な傾向から次の 3点が確認された(表 1) 0 第 1 に，上水
の設置が都市の人口規模に強く比例している。人口 5千人未満では人口比
で 3 % にすぎないものが 2万人超で同約50% ， 5万人超で同約70% に達
00.55 万人・l未万満人






























第 2 に，上水の引かれた都市の分布には，南関東が人口比72% ，南東北

























論) (中村， 1984: 15-120) を参考に，まず，上水の利用目的と維持管理




もの (57 本)があった。第 2 に，維持管理についても，都市を支配する領
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宇+4土暗2・→;轟渠正2-0治泉・、樋4水管) 道 鹿児島3+・2冷正暗.4-水}渠正 8水-治・1主樋道5-管(5御)用水)
一元的
注)数字は総計値 U設年1650 年以前一間1650-8 年目間180 年以降}同不詳)を指す。
の (60 本)とが見られた。しかも，目的が複数の場合には複数の主体が関






















































ことがはっきりしてくる O 上水の管理には18 世紀半ばの松代で「其時々繕




















水が意識された際， r環境応答J 型の上水では大きく 2つのかたちで，異
なる目的と管理主体の調整が図られていた。















他の都市にも自ずと見出すことができる(二本松市， 19: 561 ;山梨










に，ひとしく「多元的J に位置づけ直されている O こうした事例もまた幅























その権威が再確認されていた点に注意する必要がある O たとえば17 世紀後
半の川崎では，現在の川崎市中心部にあたる川崎宿をふくむ下流の都市・
村落と上流の村落との聞で，水不足に端を発した水争い (r 水論J) が起き





を下さず，当事者と同位の身分による調停に委ねる「内済J (平川， 195: 
13 1)は， r環境応答」型の上水でしばしば見られる合意と決定のあり方で
ある(高崎市史編さん委員会， 204: 246-8 ;長野市誌編さん委員










ても，はっきりと正統性が否定されることも少なくなかった(平川， 195 : 
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120) 。実際に川崎では， 19 世紀前半の水論において， I内済」が受け入れ
られないため幕府評定所が裁決を下したものの，不満を抱いた一方の当事
者が他方の村だけでなく江戸にまで強訴と打壊しを行なった例がある(川



















からであった(福島県， 1970: 80-6 ;二本松市， 19: 504-5 ; 高
山市制五十周年・金森公領国四百年記念行事推進協議会， 19: 70-




挙げていた例も少なくない(高堀， 1983: 36-364 ， 390-391; 仙台市史編
さん委員会， 203: 510-530) 0 






身分や利害を違える共同体どうしの相互監視を促しもする(福井市， 208 : 
30-301)0 同時に，一旦抜き差しならない水論が生じたときの「内済」に，







































権化」と呼ばれる事態が進行していた(奥村， 205 ， 71-2) 。近世社会に
おける「身分」は，その人の日々の振る舞いから再確認されるものであっ
254 














































(1)国連開発計画『人間開発報告書 206 年版J は「水危機神話」と題され，開発途上
国の都市を中心に衛生的な水が確保される権利を少なくとも 10 億人が否定されてい
ると指摘する。
( 2 )国連では『人間開発報告書 206 年版』を受け，企業経営者に水危機の克服にむけ
た関与を促す指令 (iCEO 水指令J) を207 年 8 月に発したほか，欧州や太平洋地域
を中心に上下水道の運営が企業に委ねられ処理人口が 1億人を超える「水メジャー」
なる大企業が出現している。
(3 )宮内 (20 1)の議論を核とし鳥越・嘉田 (19 1)から鳥越 (206) に至る所説を
総合した。
(4 )井戸の普及は江戸(伊藤， 196: 106-8) ，高知(高知市， 1927: 2-3) などで，
256 
水売りの浸透は大坂(山野， 20: 94-6) ，江戸(伊藤， 196: 38-42) ，広島(広
島市水道局， 1972: 46-52) ，岡山(岡山市水道 10 年史編集委員会， 206: 8-12) な
ど広範にわたる。
( 5 )陸軍省(参謀本部)が兵員徴発の準備として調査・刊行した統計表で， r無印(政
治都市)J r町(商業都市) J rl 駅(交通都市 )J r港(港湾都市 )J など人口密集地の機
能的な分類がなされている。








( 9 )寺島C1 97 : 130) は村落共同体内の分配の「平等性」が環境の持続的利用の条
件だと指摘するが，初めから共有された原理だと見なしている。また古川 (204 : 
1-12) や湯川・福津・菅 (208 : 234-5) もそうした「平等性」を村落共同体
内に見出したうえで，身分間の階層秩序(身分制秩序)との不一致を指摘するにと
どまり，身分間・共同体聞の関係は論じられていなし」
(10) 小田原市役所担当者 (208 年1 月18 日)，地域自治会 (209 年 8 月31 日)，地域住
民 (209 年 9 月9 ，10 日， 10 月8 日)に聞き取りを行なった。関係者の方々に記し
て感謝する。
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